
あなたのまちの見守り活動
～どうする、その一歩？！～

令和7年度

地域福祉活動セミナー



亀沢四丁目町会

‣日常の見守り「亀四みまもりネットワーク」と

災害時のサポート隊「かめっぷ」が連携

‣お互いの組織が緩やかにかかわり合い、活動している

‣ふれあいサロンも開催し、そこから見守りへ

‣見守り訪問後には支え合いマップで視覚化



訪問前後に
対象者へのお手紙でお知らせ

いこい処亀四（ふれあいサロン）

みまもり訪問の様子



本所一丁目町会

‣民生児童委員が中心となり、「民生委員だけではない見守りの形」へ

‣防災部・老人会・女性部・民生委員で

「見守りたい！ジェントリータイ」を組織

‣町会を5ブロックに分け、各ブロックに見守りを任せている

‣見守りの必要性を知っていただくために、民生委員が対象者へ

説明に伺っている



地域の方へポスティングした用紙

5ブロックに分け
各ブロックで対象者と関わるようにしている

イベント等で、ゆるやかな関わり



‣「向こう三軒両隣」の精神で始まった、

墨田区で最も古い小地域福祉委員会

‣町会の福祉厚生部ベースで、年に2回、

町会員・非会員関わらず訪問している

‣月に1回はふれあいサロン・役員会が行われている

‣気になる方は支え合いマップを作成し、把握している

押上一丁目町会



支え合いマップづくりの様子

訪問準備後

ふれあいサロンの様子



インタビュー

‣見守りの方法について



インタビュー
亀沢四丁目町会

‣日常の見守りと防災時のサポート隊の連携について

‣見守り対象者や活動者の集め方について

災害時を想定した
避難シミュレーションの様子



インタビュー
本所一丁目町会

‣5ブロックに分かれた見守りについて

‣どのような見守り方法・関わり方を行っているか



インタビュー
押上一丁目町会

‣町会員以外の方への見守りについて

‣長く活動を続けるためのコツについて



質疑応答

インタビュー



支え合いマップについて

地域のどこに、気になる方が居るのかマップに記入し共有

どの方が誰と繋っているのかを視覚化できる

見守りを行う方皆さんで情報を共有できる

どこにも繋っていない人

≒見守る対象者が分かりやすい





個人情報について

上手に使えば、顔の見える関係づくりに役立つ

→安心して暮らせる地域社会に繋る取り

扱いについて理解し、適正な情報管理を行う必要がある

対象者に、個人情報を扱うことの同意を得る

名簿やマップの保管は、皆さんで共有し、鍵のかかるところへ

訪問時には、どんな組織であるか等説明できるように

【参考】墨田区地域活動推進課 「町会・自治会 個人情報の手引き」

https://www.city.sumida.lg.jp/kurashi/volunteer/chokai-jichikai/oshirase/chokaikojinnjouhou.html





小地域福祉活動について

興味はあるけれど、どんな活動ができるんだろう

町会や地域の人に、どう説明したら良い？

他の団体や町会の活動を見てみたい 等

どうぞお気軽にご相談ください。
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